
山形市
報道機関各位

令和７年６月３日
上下水道部 総務課

「大規模地震に備える」拠点給水所の
開設・運営訓練について

山形市では、大規模地震時に迅速な応急給水を行うため、震度5弱以上の地震が発生した
際に、市内28箇所の公園等や小中学校に拠点給水所を設置します。このうち、公園等の5
箇所（桜田小学校、第二公園、霞城公民館、薬師公園、第九小学校）では地下タンク式の
震災用緊急貯水槽を利用し、令和3年度から関係者が集まって訓練を行っています。
つきましては、拠点給水所の開設・運営訓練を次のとおり実施しますので、取材してい

ただきますようお願いします。

１ 日 時・場所等

２ 内 容
（１）開設訓練

山形市管工事協同組合が震災用緊急貯水槽にホース、ポンプ及び応急給水栓等
を取り付け拠点給水所の機能を整えます。

（２）運営訓練
ヴェオリア・ジェネッツ㈱と(一財)山形市上下水道技術センターが開設後の
引き継ぎを受け、応急給水を行います。

３ 参加者
山形市管工事協同組合、ヴェオリア・ジェネッツ㈱、
(一財)山形市上下水道技術センター、山形市上下水道部(業務課、総務課)

【本件に関するお問い合わせ】
〒９９０－０８３６ 山形県山形市南石関２７番地
山形市上下水道部 総務課 担当：防災係 阿部
TEL ０２３－６４５－１１７７（内線２２３）
FAX ０２３－６４５－１９２２
メールアドレス jougesui-soumu@city.yamagata-yamagata.lg.jp

日時 場所
６月 ６日（金） 午前 ９時～ 第二公園
６月 ９日（月） 午前 ９時～ 霞城公民館
６月 ９日（月） 午前１０時３０分～ 薬師公園

mailto:jougesui-soumu@city.yamagata-yamagata.lg.jp


［参考資料 令和６年４月 山形市上下水道部 総務課］ 

お問い合わせ 山形市上下水道部 総務課 防災係 ☎023-645-1177（内線 223） 

地震時における拠点給水所での応急給水活動について 
 

 近年、全国的に大きな被害をもたらす自然災害がたびたび発生しております。山形市においても山形

盆地断層帯を震源とする最大震度７の地震が予想されており、地震災害への備えが重要です。 

山形市では、大規模な地震（震度５弱以上）が発生した場合、迅速に応急給水を行うため、市内２８箇

所に拠点給水所を開設します。 

 

１ 応急給水の見直し 

  これまで  地震発生  →  被害状況確認  →  応急給水計画  →  応急給水  

    課題 被害状況の確認に時間がかかり応急給水に遅れ 

       震災用緊急貯水槽５箇所と給水タンク１０台では施設や資機材が不足 

 

  これから  地震発生  →  拠点給水所（２８箇所）を開設・応急給水  

より多くの地点で飲料水を確保し、応急給水の初動対応を迅速に 

 

２ 拠点給水所 

  拠点給水所は、あらかじめ指定した市避難所となっている小中学校等や公園等２８箇所です。 

  このうち、小中学校等２３箇所では学校施設の受水槽を活用し、公園等５箇所では既に設置してあ

る震災用緊急貯水槽を活用して応急給水を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 災害用貯水槽の整備 

 

 

３ 災害用貯水槽の整備 

  小中学校等２３箇所では、日頃から学校で使用している受水槽に、緊急遮断弁等を取り付け、揺れ

を感知すると受水槽内の水を確保する仕組みを整備しています。また、応急給水に必要な給水栓（給

水用蛇口）や、ホースなどの備品も配備しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 拠点給水所の開設・運営 

  小中学校等２３箇所では、避難所運営委員会のご協力を 

いただき開設・運営を行います。このため、災害用貯水槽 

の整備にあわせてマニュアルを配備し、各避難所運営委員 

会と協働で訓練を実施しております。公園等５箇所では、 

専門的な操作技術を要することから、山形市管工事協同組 

合や包括委託先の企業のご協力をいただきます。 

 

 

 

［参考］地震時における山形市応急給水活動基本方針（令和２年度） 

目的 より多くの地点で飲料水を確保し、応急給水の初動対応を迅速に行う。 

概要 

① 地震発生時（震度５弱以上）、市内２８箇所の拠点給水所を開設する。 

② 拠点給水所は自動的に開設する。（午前８時から日没までを基本） 

市避難所となっている拠点給水所は、各避難所運営委員会の協力のもと開設・運営する。 

③ 市内の断水状況等を把握し、必要に応じて拠点給水所以外へ給水車による応急給水を行う。 

④ 福祉避難所等から要請を受けた場合は、給水車による補水を行う。 

⑤ 本市のみでの活動が困難な場合は、速やかに他都市等へ応援を要請する。 

⑥ 令和２年度から５年度の計画で、拠点給水所の災害用貯水槽を整備する。 

   整備後は、市避難所にマニュアルを配備し、避難所運営委員会と協働で訓練を実施する。 

 

 

 

 

 

 


